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重要なプロジェク ト  チームのメンバーの確認
• エグゼクテ ィブ スポンサー：重要な問題/プロジェ ク ト障害のエスカレーシ ョ ン先です。

• プロジェ ク ト の所有者：このプロジェ ク ト の成功に責任を持ちます。

• プロジェ ク ト  マネージャ：このメ ンバーは主要な連絡先であ り、組織へのインターフェイス
と して機能します。また、プロジェ ク ト を合意されたスケジュールに沿って確実に進める こ
と、およびその他の内部グループや部門との協力に責任を持ちます。

• 導入エンジニア：このメ ンバーは導入のエキスパート とな り、プロジェ ク ト の主要な技術連
絡先にもな り ます。

• 対象分野のエキスパート ：設計と統合へのインプッ ト を提供する技術リーダーです。決定が
組織のビジネス上の戦略に即している こ と を確認します。

– DNS エンジニア

– メ ッセージング  アーキテク ト

– セキュ リ テ ィ  アーキテク ト

最初の Customer Success コールの前に必要な手順
• ク イ ッ ク  スター ト  ガイ ドを確認します。

• 組織が所有している ド メ インを特定して追加します。成功させる最初の会議の少な く と も  
1 週間前に Cisco に追加された、DMARC p=none レコードをもつ電子メールを送信するのに
使用される少な く と も  1 つのド メ インが必要にな り ます。1 つだけ選択する場合は、組織の
プラ イマ リ電子メール ド メ インを選択する こ と をお勧めします。

– P=none に DMARC DNS レコードを作成して、Cisco への DMARC レポート の送信を開始
します。

作成する  DMARC エン ト リがわからない場合は、[ツール（Tools）] > [DMARC] を使用しま
す。DMARC エン ト リのないド メ インを検索し、ク リ ッ ク してレコードを作成します。デ
フォルトの設定を使用するか独自に作成しますが、一旦 [続行（continue）] をク リ ッ クする
と、コピーして DNS に直接貼り付けられる  DMARC エン ト リが Cisco によ り提供されます。
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  最初の会議の前のオプシ ョ ン

– メ イン画面または [設定/ド メ インの追加（Configure / Add Domains）] の [ド メ インの追加
（Add Domains）] ボタンを使用して、Cisco にド メ インを追加します。

• ド メ インを優先順位付けして、どれが最初に動作するかわかるよ うにします。最も重要なド
メ イン と と もに、問題のある場合はよ り影響の少ない、このプロセスの初期段階で動作する、
影響を受けにく く複雑度の低いド メ インを検討して ください。

• 質問のメモを作成して、スケジュールされたコールの 1 ～ 2 日前に Customer Success エンジ
ニアに送信します。即座に質問に対応できますが、準備を整えておく こ とができればセッ
シ ョ ンはよ り効果的にな り ます。

最初の会議の前のオプショ ン
Customer Success による会議の前にこれらの手順を完了する と実装が迅速化しますが、最初の会
議中または会議後に完了する こ と もできます。

• ト レーニング  ビデオを視聴、および/またはユーザ ガイ ドを参照します。

• プラ ッ ト フォームを使用する必要のある、または電子メールのレポート を受信する必要のあ
るチーム  メ ンバーのユーザ アカウン ト を作成します。

• 組織が所有するすべてのド メ インを特定して追加します（法務チームまたはド メ イン  レジ
ス ト ラに問い合わせるか、VewDNS.info などの Reverse Whois ツールを使用して、依然と して
組織に登録されている古い非アクテ ィブなド メ インを見つける こ とができます）。

– すべてのド メ インで p=none に DMARC DNS レコードを作成して、Cisco への DMARC 
レポート の送信を開始します。

– メ イン画面または [設定/ド メ インの追加（Configure / Add Domains）] の [ド メ インの追加
（Add Domains）] ボタンを使用して、ド メ インを追加します。

• 内部メ ッセージング  インフラス ト ラ クチャに対して Agari でカスタム送信者を作成します。
異なる電子メール プラ ッ ト フォームに異なる個々のカスタム送信者を作成します。たとえ
ば、Exchange サーバがあ り、さ らに複数の電子メール通知を送信するアプ リ ケーシ ョ ン  サー
バがある場合、これらを個別に操作しレポート を作成するため、それぞれに対して異なるカ
スタム送信者を作成します。[カスタム送信者の設定/管理（Configure / Manage Custom 
Senders）] でこれを行います。

• プラ イマ リ  ド メ インの送信者ページで既知の送信者を承認します。

• 防御ド メ インを確認 – 少な く と も  2 週間分のレポート  データによ り、電子メール ト ラ
フ ィ ッ クのないド メ インを確認します。一部の、特に最近登録されたド メ インについては不
確かである可能性があ り ますが、確実なド メ インは電子メールを送信する ものと想定され
ず、防御と して指定され p=reject に設定される必要があ り ます。また、「v=spf1 -all」の空の 
SPF エン ト リ の設定をお勧めします。

• HR やマーケテ ィ ングなど、組織の電子メールを送信する他のチームの内部関係者と ミー
テ ィ ングを行い、彼らに影響を与える電子メール セキュ リ テ ィ  プロジェ ク ト で作業してい
る こ と を知らせます。最初の会議は非公式なものとなる可能性があ り ますが、これらのチー
ムが電子メールを送信するのにどのツールを使用しているのかを知るための支援プロセス
を開始し、これらのツールの管理所有者を見つけるプロセスを容易にするためのネッ ト ワー
キングを開始します。
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